
  農業試験場に農畜産物等の放射性物質を測定するため、平成23年８月、24年３月に
各１台ずつ放射性物質測定装置（ゲルマニウム半導体検出器、写真１～３）が導入され
ました。 
 本器は、ヨウ素(I)-131、セシウム(Cs)-134、セシウム(Cs)-137等多様な核種を簡便か
つ、高精度に測定することができます（表）。主に、県の「放射能モニタリング検査計画」
に基づき、測定を行っています。 

遮へい体  
外部からの放射線を遮断する
ため、厚い鉛の板で囲われて
います。検出器は、250Kgの扉
の内側にあります。 

農業試験場における放射性物質の測定について 

検出器にセットされた状況 
マリネリ容器（1L、２L）、またはU8容器
（100ml）に検体を充填し、検出器にセッ
トして一定時間放射線量を測定します
（写真４、５）。 

放射性セシウムの
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検出されなかった
ことを示す 

写真１ データ解析用 
コンピュータ 

写真２ 本体 

写真３ 遮へい体の内部  

写真５ セットされたU8容器 

写真４ セットされた１Lマ
リネリ容器 

検出器 

ゲルマニウム半導体検出器を紹介します 
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